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国
際
司
法
裁
が
イ
ス
ラ
エ
ル
断
罪

パ
レ
ス
チ
ナ
領
土
占
領
・
入
植
・
住
民
差
別

　
　

国
際
法
違
反
と
判
断

　

国
際
司
法
裁
判
所
（
オ

ラ
ン
ダ
・
ハ
ー
グ
）
は
19

日
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
１
９

６
７
年
に
占
領
し
た
ヨ
ル

ダ
ン
川
西
岸
、
ガ
ザ
、
東

エ
ル
サ
レ
ム
に
継
続
的
に

駐
留
し
て
い
る
こ
と
を
国

際
法
違
反
と
判
断
す
る
勧

告
的
意
見
を
出
し
ま
し
た
。

占
領
地
の
併
合
や
入
植
活

動
の
拡
大
、
パ
レ
ス
チ
ナ

住
民
に
対
す
る
差
別
的
措

置
を
全
面
的
に
断
罪
し
、

イ
ス
ラ
エ
ル
は
「
違
法
な

駐
留
を
で
き
る
限
り
速
や

か
に
終
わ
ら
せ
る
義
務
を

負
う
」
と
述
べ
る
歴
史
的

判
断
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
意
見
は
、
57
年
以
上

続
く
占
領
に
つ
い
て
、
武

力
に
よ
る
領
土
取
得
の
禁

止
の
原
則
に
違
反
し
て
お

り
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
民

族
自
決
権
行
使
の
障
害
と

な
っ
て
い
る
と
明
言
。
ま

た
占
領
地
の
パ
レ
ス
チ
ナ

人
に
対
す
る
差
別
的
な
立

法
・
措
置
は
「
人
種
、
宗

教
、
民
族
的
出
自
に
基
づ

く
差
別
」
で
あ
り
、
国
際

人
権
規
約
や
人
種
差
別
撤

廃
条
約
に
違
反
し
て
い
る

と
踏
み
込
ん
だ
批
判
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

国
連
総
会
や
安
保
理
に

対
し
て
は
、「
イ
ス
ラ
エ
ル

の
違
法
な
占
領
を
可
能
な

限
り
速
や
か
に
終
わ
ら
せ

る
た
め
に
必
要
で
的
確
な

方
法
と
さ
ら
な
る
措
置
を

検
討
す
る
べ
き
だ
」
と
勧

告
し
ま
し
た
。

米兵による少女暴行

隠ぺいに満身の怒り
国会議員会館前で抗議集会

　

憲
法
共
同
セ
ン
タ
ー
の

米
山
淳
子
さ
ん
が
、「
事
件

を
隠
ぺ
い
し
た
日
本
政
府

に
対
し
て
満
身
の
怒
り
を

こ
め
て
抗
議
す
る
」
と
語

　

秋
田
、
山
形
で
水
害
。

「
連
日
の
豪
雨
で
、河
川
の

氾
濫
や
土
砂
崩
れ
が
各
地

で
発
生
し
た
」「
す
ご
い
被

害
だ
」「
出
動
し
た
パ
ト

カ
ー
も
流
さ
れ
た
」「
局
所

的
な
急
変
で
予
測
が
難
し

い
と
い
う
」「
台
風
３
号
も

影
響
し
て
い
る
と
い
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

次
期
米
大
統
領
選
に
バ

イ
デ
ン
大
統
領
が
撤
退
表

明
。「
バ
イ
デ
ン
氏
は
後
継

候
補
と
し
て
ハ
リ
ス
副
大

統
領
の
支
持
を
表
明
し
て

い
る
」「
ハ
リ
ス
氏
は
女
性

や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
権

利
を
守
る
姿
勢
を
打
ち
出

し
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×
  

Ｎ
Ｔ
Ｔ
技
術
史
料
館
、

夏
休
み
特
別
公
開
。
毎
週

木
金
の
午
後
。「
自
由
研
究

レ
ポ
ー
ト
の
用
意
や
災
害

用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
「
１
７

１
」
の
体
験
な
ど
が
で
き

る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

イ
ス
ラ
エ
ル
の
ネ
タ
ニ

ヤ
フ
首
相
が
米
議
会
で
演

説
。「
驚
い
た
。
ガ
ザ
で
大

量
虐
殺
し
て
い
る
の
に
議

会
は
大
歓
迎
だ
っ
た
」「
欠

席
や
退
場
で
抗
議
の
意
志

を
示
し
た
議
員
も
い
た
と

い
う
」「
議
会
外
で
は
数
千

人
規
模
の
抗
議
行
動
が
行

わ
れ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

22
日
早
朝
か
ら
東
海
道

新
幹
線
が
運
休
に
。「
２
つ

の
保
線
車
両
が
追
突
事
故

を
起
こ
し
た
」「
復
旧
に
丸

り
、
日
米
地
位
協
定
を
抜

本
改
定
し
、
辺
野
古
新
基

地
建
設
を
許
さ
ず
沖
縄
の

基
地
を
撤
去
し
、
岸
田
内

閣
に
よ
る
戦
争
す
る
国
づ

く
り
を
や
め
さ
せ
よ
う
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
の
吉
良
よ

し
子
参
院
議
員
は
「
日
本

政
府
は
加
害
者
で
あ
る
米

兵
を
守
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
米
国
言
い
な
り

の
日
本
政
府
を
厳
し
く
批

判
す
る
。
一
人
ひ
と
り
の

声
が
届
く
政
治
に
す
る
た

め
に
全
力
を
挙
げ
る
」
と

訴
え
ま
し
た
。

米国関係者による刑法犯罪の起訴状況
　　（2023 年、全国）　不起訴が８割
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　ＡＩ兵器は戦争の
　　　　敷居下げる
　愛知県弁護士会が講演会（20日）　
　　　　

　

名
古
屋
大
学
大
学
院
の

久
木
田
水
生
准
教
授
は
、

イ
ス
ラ
エ
ル
の
Ａ
Ｉ
技
術

に
つ
い
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル

は
ガ
ザ
地
区
に
い
る
ハ
マ

ス
な
ど
工
作
員
を
全
員
殺

す
勢
い
で
、
標
的
を
出
し

て
い
る
。
工
作
員
と
判
明

し
た
人
物
の
デ
ー
タ
を
Ａ

Ｉ
に
学
習
さ
せ
、
そ
こ
か

ら
得
た
予
測
・
評
価
モ
デ

ル
を
も
と
に
、
ガ
ザ
地
区

に
住
む
２
３
０
万
人
の
住

民
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ

（
行
動
予
測
）
を
し
て
、殺

害
対
象
と
そ
の
家
族
も
巻

き
込
ん
だ
自
宅
へ
の
ミ
サ

イ
ル
攻
撃
が
行
わ
れ
て
い

る
と
紹
介
し
ま
し
た
。

  

ま
た
「『
ド
ロ
ー
ン
は
よ

り
人
道
的
な
兵
器
だ
』
な

ど
と
言
う
人
が
い
る
が
、

歴
史
を
振
り
返
る
と
軍
事

技
術
の
発
展
が
戦
場
を
人

道
的
に
し
た
こ
と
は
一
度

も
な
い
。
世
界
を
平
和
に

す
る
の
は
、
粘
り
強
い
交

渉
と
相
互
の
協
力
、
信
頼

構
築
に
よ
っ
て
の
み
達
成

で
き
る
」
と
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

　

中
央
最
低
賃
金
審
議
会

は
、
今
年
度
の
最
賃
改
定

の
目
安
を
50
円
増
の

１
０
５
４
円
と
答
申
し
ま

し
た
。
現
行
か
ら
５
％
増

だ
が
、
多
く
の
労
働
者
が

要
求
す
る
１
５
０
０
円
に

は
全
く
届
か
な
い
。
政
府

が
30
年
代
な
か
ば
に

１
５
０
０
円
と
言
う
の
で
、

　

都
知
事
選
の
最
中
、
終

わ
っ
て
か
ら
も
蓮
舫
さ
ん

へ
の
理
不
尽
な
バ
ッ
シ
ン

グ
が
ひ
ど
い
。

蓮
舫
さ
ん
へ
の
バ
ッ

シ
ン
グ
が
ひ
ど
い

  

女
性
へ
の
偏
見
、
蔑
視

　

島
根
県
の
丸
山
達
也
知

事
が
「
テ
レ
ビ
の
コ
メ
ン

テ
ー
タ
が
、（
蓮
舫
氏
の
）

論
理
的
に
力
強
く
問
題
点

を
指
摘
し
て
い
く
ス
タ
イ

ル
が
怖
い
と
い
う
受
け
止

め
を
平
然
と
し
て
い
る
姿

を
見
る
と
性
別
に
基
づ
く

偏
見
が
入
っ
て
い
る
と
思

う
」「
な
ぜ
女
性
が
勢
い
よ

く
力
強
く
物
事
の
問
題
点

を
指
摘
す
る
と
バ
ッ
シ
ン

グ
を
受
け
る
の
か
。
女
性

へ
の
蔑
視
な
り
、
差
別
に

近
い
」と
語
っ
て
い
る
。正

鵠
を
得
た
指
摘
だ
。　
　

　
　
　
　
　
　
（
Ｅ
）

そ
れ
に
合
わ
せ
た
答
申
だ
。

地
域
間
格
差
も
維
持
さ
れ

た
ま
ま
、
早
く
格
差
を
な

く
す
べ
き
だ
。
こ
れ
で
は

物
価
高
騰
に
見
合
わ
ず
、

い
つ
ま
で
も
国
際
水
準
に

追
い
付
か
な
い
。　

 （
Ｓ
）

最
低
賃
金

     

低
す
ぎ
る

新
型
コ
ロ
ナ
第
11
波
か

　

 
小
池
都
知
事

　
　
　
治
療
費
自
己
負
担
を
当
然
視

　

新
型
コ
ロ
ナ
が
第
11
波

の
様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
。

背
景
に
感
染
力
の
強
い
変

異
株
Ｋ
Ｐ
・
３
の
出
現
が

あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
は
昨
年
５

月
に
５
類
移
行
、
国
と
都

は
今
年
３
月
い
っ
ぱ
い
で

ワ
ク
チ
ン
の
無
料
接
種
、

治
療
薬
の
公
費
負
担
を
打

ち
切
り
ま
し
た
。
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
自
己
負
担
は
最

大
７
０
０
０
円
、
治
療
薬

の
自
己
負
担
が
約
３
万
円

と
高
額
に
な
る
た
め
、
治

療
薬
の
処
方
を
断
念
す
る

人
が
出
て
い
ま
す
。

　

東
京
都
医
師
会
の
尾
崎

治
夫
会
長
は
国
や
都
に
支

援
の
継
続
を
訴
え
て
い
ま

す
が
、
小
池
都
知
事
は
、

「
現
時
点
で
都
と
し
て（
支

援
を
行
う
）
と
い
う
こ
と

は
な
い
」
と
述
べ
、
自
己

負
担
を
当
然
視
ま
し
た
。

　

早
期
診
断
・
早
期
治
療

１
日
か
か
り
25
万
人
に
影

響
が
で
た
」「
JR
東
海
は
原

因
を
調
査
中
と
し
て
い
る

が
考
え
ら
れ
な
い
事
故

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

幕
。「
開
会
式
直
前
に
高
速

鉄
道
で
複
数
の
破
壊
行
為

が
あ
っ
た
」「
厳
戒
態
勢
で

の
開
会
式
だ
っ
た
」「
サ
ッ

カ
ー
男
子
は
パ
ラ
グ
ア
イ

に
快
勝
し
た
」「
開
会
式
に

出
演
予
定
の
ダ
ン
サ
ー

２
０
０
人
が
待
遇
改
善
要

求
で
ス
ト
を
通
告
し
て
い
た

が
雇
用
者
側
と
合
意
し
回
避

さ
れ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

で
重
症
患
者
の
増
大
を
抑

え
る
こ
と
の
重
要
性
は
、

こ
れ
ま
で
の
コ
ロ
ナ
の
経

験
か
ら
明
ら
か
で
す
。
公

費
負
担
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

日
本
の
医
師
不
足
深
刻

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
平
均
以
下

 

医
学
部
の
定
員
削
減
で
は
な
く 

 

増
員
を

　

日
本
の
医
療
は
医
師
の

過
酷
な
労
働
に
支
え
ら
れ

て
お
り
、
医
師
不
足
は
深

刻
で
す
。
全
国
医
師
ユ
ニ

オ
ン
の
調
査
に
よ
る
と
、

１
カ
月
に
休
み
が
１
回
も

な
い
５
・
１
％
、１
～
４
日

が
37
・
４
％
と
深
刻
な
実

態
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い

ま
す
。
と
こ
ろ
が
厚
労
省

の
検
討
会
で
は
、将
来
、医

師
が
過
剰
に
な
る
と
し
て

医
学
部
定
員
の
削
減
が
議

論
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
の
調
査
に
よ
る
と
、
日

本
の
人
口
１
０
０
０
人
当

た
り
の
医
師
数
は
２
・
６

人
。Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
の
３
・

７
人
を
下
回
り
、
Ｇ
７
で

最
下
位
で
す
。

　

医
学
部
の
定
員
を
減
ら

す
の
で
は
な
く
、
養
成
数

を
増
や
す
こ
と
こ
そ
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
と
に
か
く
暑
い
」「
関

東
は
連
日
の
ゲ
リ
ラ
雷
雨
。

出
か
け
る
と
き
は
雨
具
が

欠
か
せ
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
赤
い
カ
ン
ナ
が
咲
い

て
い
る
。
盛
夏
を
感
じ
さ

せ
る
」


